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要   旨

シイーカシータブ林に関する群系名については, 様々な用語が報告され, 和名, 英名共に統一されていな

い. 用語の統一に向けて用語の歴史や使用の実態について文献の調査を行った. その結果外国語名として

subtropische Wald, Laurilignosa, temperate rain forest, lucidophyllous forestなど, 和名としては

常緑広葉樹林, 亜熱帯降雨林, 照葉樹林, ロウレル樹林などが使用されていた. 近年の用語の使用状況, 表

現力, 煩雑さなどより判断すると, 国内全体のシイーカシータブ林の群系名として, 英名はlucidophyllous

forest, 和名は照葉樹林が適切と考えられた.

キーワード: カナリーゲッケイジュ(Laurus azorica), ゲッケイジュ(Laurus nobilis), 照葉樹林, 常

緑広葉樹林, lucidophyllous forest

はじめに

スダジイ, コジイ, アカガシ, イチイガシ, ウラジロ

ガシ, ツクバネガシ, シラカシ, アラカシ, ハナガガシ,

タブノキ, イスノキなどの常緑広葉樹が優占するシイー

カシータブ林( 特定の群系・植生帯名を用いると混乱す

るので, ここでは国内の常緑広葉樹優占林をシイーカシ

ータブ林と仮称する) は, 国内ではもっとも重要な樹林

の一つである(写真1~14). しかし, その樹林に対する

群系・植生帯の和名としては常緑広葉樹林の他に暖温帯

林, 照葉樹林, 亜熱帯多雨林などが用いられ, 英名につ

いてもevergreen broad-leaved forest, temperate

rain forest, laurel forest, lucidophyllous forestな

どの用語が使用されており, 統一されてはいない. 本樹

林の用語に関する由来, 正当性, 問題点などについては

吉井(1952), 田川(1983), 服部(1985) などにまとめ

られているが, 詳細な用語の比較や近年の用語使用の傾

向などについては報告されていない. 社寺林として身近

な存在でもあり, また国内の生態系としても重要なシイ

ーカシータブ林に対して様々な用語が使用されるのは望

ましいことではない. 本樹林の群系・植生帯の用語につ

いての研究史や近年の使用傾向を明らかにし, 用語統一

ヘの基礎情報を提供したい.

調査 方 法

1. シイ ーカシータブ相当林の外国語名

シイーカシータブ林あるいはそれに相当すると考えら

れる世界の樹林に対して, 生活形, 樹形, 相観, 気候帯

などによる群系・植生帯区分の立場から専門書等に命名・

記載された外国語名を抽出した.

2. 国内のシイーカシータブ林の用語

国内のシイーカシータブ林に対して,1 と同様に,群系・

植生帯区分の立場から記載・使用された用語( 和名と外

国語名) を専門書, 辞書, ハンドブックなどの書籍を主
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な対象として調査した. 西南日本における群系・植生帯

の区分に関する用語とその地理的境界についても調査を

行った.

3. 国内のシイーカシータブ林に関する用語の使用頻度

1997年から2004年に発行された日本生態学会誌, 植生

学会誌, 植物地理・分類研究, 日本造園学会誌, 植生史

研究, 保全生態学研究の論文中に記されたシイーカシー

タブ林に関する用語( 和名と英名) の使用頻度を調査し

た.

調査結果

1. シイーカシータブ相当林の外国語名

Humb01dt(1805) よりOvington  (1983) までの18の

文献に記載されている本樹林の用語( 外国語名) を表1

にまとめた. 表1 の和名は各外国語の用語の意味に忠実

に従って著者が訳したものである.

用語としては植物名( ゲッケイジュ= ローレル) に基

づいたもの(Lorbeerwald,  Laurilignosa, Laurisilvae

など), 気候帯に基づいたもの(subtropische Wald,

subtropical rainforestなど), 葉の生活形に基づいたも

の(evergreen hardwood  orthophyll forest,

lucidophyllous forest),気候帯と生活形を組み合わせ

たもの(subtropische immergriine Laubwald) の4

タイプに大別された.

2. 国内のシイーカシータブ林の和名

琉球列島から本州に広がるシイーカシータブ林の群

系・植生帯の命名については, それを南北に二分して,

それぞれに用語を与える案と一つの用語にまとめる案が

ある. 表2 には二分案および一括案での和名と文献を示

した. 二分案の南型では6 例, 北型では16 例, 一括案で

は8 例の用語が使用されていた. 二分案では南型に亜熱

帯の単語を冠して使用する例が多かった( 亜熱帯林な

ど). 北型は温帯や暖温帯の単語がよく使用されていた

(暖温帯林など).照葉樹林という用語は二分案の北型と

一括案の両者に用いられていた. 全体として照葉樹林の

使用例がもっとも多く, 調査した文献の約30% に使用さ

れていた.

3. 国内のシイーカシータブ 林の外国語名

シイーカシータブ林の英名としては8 例, ドイツ名で

は4 例, ラテン名では1 例が使用されていた( 表3).  13

例 の う ち 今 西・吉 良(1953) の 命 名 に 基 づ く

lucidophyllous 系の3 例を除く10例は, 表1 に示した欧

米の研究者による用語の引用であった.

4. 西南日本の群系・植生帯区分

田中(1887) より服部(1988) までの22の文献に記載

されている群系・植生帯の用語とその境界を表4 にまと

めた. 表4 の和名, 外国語名は全て各々の文献中に使用

されている用語である. シイーカシータブ林の二分案に

おける境界は研究者によって異なっていたが, 九州南部

表1 シイーカシ ータブ林, またはそれに相当すると考えられる樹林( 群系・植生帯) の英名・独名・ラテン名とその和訳



表2 国内のシイーカシータブ林( 群系・植生帯) の和名

表3 国内のシイ ーカシータブ林( 群系・植生帯) についての英名・独名・ラテン名



(大隅海峡) の例が多かった.

5. シイーカシータブ 林に関する用語の使用頻度

和名では照葉樹林(14 論文) と常緑広葉樹林(5 論文)

の2 種類が使用されていた.英名ではevergreen broad-

leaved forest (15 論文), lucidophyllous forest (8 論

文), laurel forest (3 論文), warm temperate forest

(2 論文) など9 例の用語が使用されていた. 和名と英

名の組合せでは, 照葉樹林=lucidophyllous forest (8

論文), 常緑広葉樹林=evergreen broad-leaved forest

(5 論文), 照葉樹林=evergreen broad-leaved forest

(4 論文) の頻度が高かった.

考   察

1. 外国語名の歴史

国内のシイーカシータブ林および世界のシイーカシー

タブ相当林の用語は,Humboldt(1805) のLorbeerform

(ローレル形( 樹形)) に始まる. そのLorbeerform は

Laurus nobilis  (ゲッケイジュ, ローレル) に基づいて

いる. Grisebach  (1872) も同様にLorbeerform を使用

し て い る が, 他 にOlivenform,  Oleander und

Myrtenform などの常緑広葉形( 樹形) も提示している.

Grisebach  (1872) は地中海地方, カナリア諸島, 日本

な ど にLorbeerform を 認 め, カ ナ リ ア 諸 島 で は

Lorbeerwald とMaqui を記載している. Maqui が硬葉樹

林であるとすると, Grisebach  (1872) は硬葉樹林とそ

れ以外の常緑広葉樹林の二形の常緑広葉樹林を認めてい

たことになる. ただし, Lorbeerform と011venform の

区分が曖昧で, 葉形( 樹形) と樹林との対応も示されて

いない. Lorbeerform は硬葉あるいは非硬葉( 照葉とい

う用語が適切であると考えられるが, 照葉という用語自

体の適正さを検討しているので, ここでは硬葉ではない

他の常緑広葉形( 樹形) という意味で非硬葉と仮称した)

を示したのではなく, 吉井(1952) が述べているように,

常緑広葉の代表の一つとしてゲッケイジュを使用したと

考えられる( 牧野・清水(1935) は, laurus はケルト語

のlaur  (緑色) から出たラテン語としている. これによ

るとLorbeerform は常緑広葉と一致するが, ラテン語辞

書(Marchant and Charles,  1940) によると, laurus

はlaurel  (ゲッケイジュ) を示すとしている).Drude

(1890) も硬葉と非硬葉を区分せず亜熱帯林としてまと

めている. その後, Warming  (1895, 1909), Schimper

(1898), Drude  (1905) は硬葉樹林と非硬葉樹林を区分

したが, 硬葉樹林に対しては「硬い」という意味を持つ

単語を使用して樹林名を作成しているにもかかわらず,

非硬葉樹林については硬葉に対応するような葉形( 樹

形)・生活形に基づく樹林名がつけられていない. その当

時のヨーロッパにおいて非硬葉樹林の情報が少なかった

ことが, 非硬葉樹林に対して硬葉樹林に対応するような

表4 西南日本の群系・植生帯の用語とその境界



適切な用語が生まれなかった大きな要因であろう. その

ためか樹林名には多くの場合気候帯の用語が用いられ

た. しかし, 亜熱帯, 暖温帯, 冷温帯, 温帯といった気

候帯は純粋に気候要素で区分されたものではなく, 植生

帯との混同や主観的な区分に基づくことが多い( 鈴木,

1975) ので, 樹林名に気候帯名をつけることは問題が残

る.

一方, Brockmann-Jerosch und RUbel (1912) は非

硬葉樹林に対してLaurilignosa, 硬葉樹林に対して

Durilignosa (dureは硬いという意味) というラテン名

を与えたが, Laurilignosaは葉の生活形や気候帯名では

なくゲッケイジュ属(.Laurus) に基づいている.

Brockmann-J  erosch und Rubel (1912) およびRubel

(1930) は, Laurilignosaの下位区分としてマディラ諸

島, カナリア諸島, アゾレス諸島, 日本などに分布する

Laurisilvae (ローレル高木林) とヒマラヤ, コーカサ

ス, 地中海沿岸などに分布するLaurifruticeta (ローレ

ル低木林)を報告した(Laurisilvaeはカナリア諸島のガ

イドブック(Fernandez,  2002) ではlaurisilvaと英訳

されている). Laurisilvae の構成要素としてカナリー

ゲッケイジュ(.Laurus azorica), Laurifruticetaの構

成要素としてゲッケイジュ(.Laurus nobilis)が示され

ている. このようにLaurus 属に基づいたLaurilignosa

という用語は後述する非硬葉樹林の和名に大きな影響を

及ぼしている.

それらに対し, 新しい視点から提案された用語が,

lucidophyllous forestである. この用語は「2. 和名の

歴史」で示すように中野(1930) の「照葉樹林」の英訳

として今西・吉良(1953) により記載された. なお,

lucidophyllousとは「照・葉」の生態的意義を重要視し.

「lucid」と「phyllous」が連結されたものである.

2. 和名の歴史

シイーカシータブ林の和名についてはヨーロッパの研

究者による非硬葉樹林に与えられた外国語名の和訳が多

く, そのため気候帯名を用いた暖帯林, 亜熱帯林, 亜熱

帯多雨林などの用語がよく用いられている. 一方, 中野

(1930) はBrockmann-Jerosch und Rttbel  (1912) に

よって非硬葉樹林に対して命名されたLaurilignosa を

国内のシイ ーカシータブ林に適用し, それを「照葉樹林」

と和訳した. 前述したように, laurus には照葉という意

味はないので, 吉井(1952) は照葉樹林と訳すことに問

題があるとして, ローレル樹林あるいは常緑樹林という

用語を使用すべきとしている. Laurilignosa の用語を忠

実 に 和 訳 す る と 確 か にロ ー レ ル 樹 林 あ る い は,

Lorbeerform にまでさかのぼって常緑樹林が正しいと

いうことになるが, ローレル樹林はローレルという種名

を用いているので基本的にはゲッケイジュ属(Laurus)

より構成される樹林と混乱しやすい. Laurus 属をもた

ない日本の樹林にローレル樹林という用語を使用するの

は抵抗がある. また常緑樹林は熱帯雨林, 硬葉樹林, さ

らに常緑の針葉樹林も包含し, 適切ではない. 小型で硬

く光沢のない硬葉に対して, 中型で光沢のある葉・照葉

に生態的な意義を認めて, 中野(1930) はLaurilignosa

を照葉樹林と意訳したのであろう( 照葉樹林は前述した

ように今西・吉良(1953) によってlucidophyllous forest

と適訳されることになる). 照葉樹林という用語は気候帯

名を冠した用語よりも混乱が生じにくく, 硬葉に対する

照葉という点でも理解しやすい. 人文科学, 社会科学に

おいては, 照葉樹林という用語はより一般的に使用され

ており, 照葉樹林文化( 上山, 1969 ; 上山ほか, 1976 ;

佐々木, 1982) という新しい用語も生まれている.

3. 国内のシイーカシータブ 林は気候的条件によって二

分されるか

表2,4 に示したシイ ーカシータブ林を二分する案では,

すべての研究者が少なくとも二分したどちらかの樹林に

対して気候帯の用語を用いている.2つの樹林を明確に区

分するような相観的な特徴に欠けているために気候帯名

で区分せざるを得なかったと推定される. 沖縄県から東

北地方南部に広がるシイ ーカシータブ林の植生景観は非

常によく似ており, 少なくとも九州南部を境界として二

分できるような外観の差はない(写真1~14). 林冠木の

優占種や代表種も両者に差は認められない. 前述したよ

うに気候帯区分には曖昧さが存在するにもかかわらず,

亜熱帯, 暖温帯という感覚的な気候帯区分の影響を受け

てシイーカシータブ林が二分されたように考えられる.

近年の研究例( 宮脇, 1967 ; 堀田, 1974 ; 山中, 1979 ;

飯泉・菊池, 1980 ; 大場, 1982 ; 中西ほか, 1983 ; 田川,

1985 ; 服部, 1988) が示すように, シイ ーカシータブ林

は一つの群系単位としてまとめる方がより妥当と考えら

れる.

表5 1997 年から2003年の学会論文 中゙に記されたシイーカシータ

ブ林( 群系・植生帯) についての英名と和名の対応



4. シイーカシータブ林の和名と英名

照葉樹林の用語は最近の植生・生態学分野でもっとも

よく使用されているだけでなく, 高校の教科書にも採用

され,さらに文化論では前述したように「照葉樹林文化」

という用語も誕生させている. 照葉樹林は硬葉樹林とい

う用語との対応関係も良く, 国内のシイーカシータブ林

だけでなく, 世界の非硬葉樹林を示す用語として照葉樹

林は適切と考えられる.

照葉樹林の英名については, 国内の研究者の意見も分

かれており(表3), 表5 に示したように今後も各種の用

語が併用されそうである. しかし, evergreen broad-

leaved forestは, 熱帯雨林から硬葉樹林までも含み, シ

イーカシータブ林に限定することに無理がある. laurel

forestはゲッケイジュ林もしくはクスノキ科のタブの樹

林を想定させ, 用語として適切ではない. また, warm

temperate forestなどの気候帯を冠した用語は, 表5 の

例だけでもwarm,  subtropical, subtropical-warm と

3 タイプあり, rain, broad-leaved, evergreen との組

合せ も多 様で あって, いず れも 根拠に 欠け る.

lucidophyllous forestは, 前述したように和名としては

もっともよく使用されている「照葉樹林」という用語の

適訳であり, 硬葉樹林の英名であるsclerophyllous

forestとも対応しており望ましい英名と考えられる.
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